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法学部との合併 有 法科大学院との合併 
 

受入学生 修博 

他ｺｰｽとの合併 
 

 他研究科との合併 有 公共政策 

担当教員 松井 智予、加藤 貴仁 

題目 金融法 

授業の目標・概

要等 

この講義では、金融実務に詳しい実務家をゲストとして招いて実務の現状や実際に生

起している問題点などを具体的に話してもらい、それに基づいて理論的な分析や展望

などを試みる。 

授業計画 

１ 金融法制概観 

２ FinTech 関連法 1（最先端実務と業務上の法的課題） 

３ FinTech 関連法 2（Fintech 関連法全般） 

４ 金融法制の展望 1 

５ サステナブルファイナンス 1（ローン） 

６ サステナブルファイナンス 2（社債） 

７ 買収ファイナンス 

８ 証券化 

９ 運用商品 

１０ デリバティブ 

１１ リスク管理 

１２ 銀証分離規制（銀証分離規制の歴史と現在） 

１３ 金融法制の展望 2 

授業の方法 講義形式による。 

成績評価の方法 レポートによる。 

教材・主要文献

等 

神田秀樹・神作裕之・みずほフィナンシャルグループ『金融法講義 新版』（岩波
書店、２０１７年） 

履修上の注意 

伝統的な与信取引・受信取引・為替取引については、すでに一定の理解があることを

前提に講義を進めるので、上記教科書の「第Ⅰ部 伝統的銀行取引（第２章から第４

章まで）」を講義が始まる前か、講義開始後速やかに通読しておいてほしい。 

使用言語 日本語 

 



開講年度の予定 
 

 


